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1. はじめに 

 メコン川は東南アジア最大の河川であり，流域に

はおよそ 6,000 万人が居住している．流域では毎年

雨季に洪水が発生し，下流域では大規模な氾濫が起

きる．また近年では，集落の排水・下水システムの不

備や農地・貯水池の管理不良に加え，上流域の河川

開発や森林過剰伐採，地球規模の気候変化などが原

因となり，洪水発生件数は増加し，流域国の社会的・

経済的発展を阻害している 1)．2000 年代では，特に

2000 年と 2011 年に大規模な洪水が発生し，人的被

害が問題となった． 

 今後，洪水被害を最小限に抑えるために防災体制

を整えていく必要がある．本研究は，メコン川にお

いて豪雨により発生した洪水氾濫をシミュレーショ

ンし，大規模国際河川における，将来を見据えた防

災の在り方について考察を行うものである． 

 

2. 対象事例 

2000 年 7 月から 10 月までの間に，メコン川流域

では数度にわたって大洪水が発生した．7 月中旬，ラ

オス東北部および中国南東部では，例年より約 5 週

間早く強い降雨が発生した．さらに南シナ海で発生

した熱帯低気圧がラオス南部およびカンボジアを襲

い，降雨量が増大し，流域各地で洪水が発生した 1)．

本研究では，この 7 月下旬に発生した洪水を解析対

象とした． 

 

3. DRR/FI モデル 

 DRR/FI モデル（Distributed Rainfall-Runoff / Flood-

Inundation Model）は，広域流域レベルで降雨流出過

程，内水・外水氾濫過程を統一的に追跡できるモデ

ルであり，洪水リスクを確率論的に扱う評価手法の 

確立を目的として開発された．流域内堤内地の水流

動は二次元浅水流方程式，河道流は一次元不定流方

程式で追跡している．さらに堤内地と河道網の間で

は越流公式により水交換が行われる 2)．（小林

ら.20113）；Kobayashi et al.20142)） 

本研究では，この流域流出・氾濫モデルを参考と

し，メコン川流域（中国を除く）を適用対象としてモ

デルを作成した．また本研究では，現時点では中国

からの流入を考慮していない． 

 

4. MODIS データ 

 本研究では，WAIASS（長野，小寺ら）4)により整

備された MODIS データを使用した．また WAIASS

プロダクトのうち， EVI（植生指数）と LSWI（陸面

水指標）データを元に，WFFI（Sakamoto et al.2007）

5)によって各ピクセルの冠水状況を判別したデータ

を使用した．撮影日は 2000 年 7 月 3 日から 2000 年

7 月 26 日まで，空間解像度 250m の 8dayコンポジッ

トデータである． 

 

5. 計算結果と考察 

 図-1 の MODIS 画像に着目すると，両者共に流域

中部及び下部において，広範囲にわたり洪水が発生

していることが分かる．また図-1 左から図-1 右にか

けて，洪水発生域が流域中部では減少し，下部では

増加している．一方，図-2 のモデル計算画像では両

者共に，MODIS 画像で洪水発生域が広く分布した流

域中部及び下部周辺では，他地域に比べ 0.01m~2m程

度の浸水深を示す格子数の割合が高く，0.01m 以下

の浸水深（白色部）を示す格子数の割合が低いこと

が分かる．このことから，モデル計算により 0.01m 以

上の浸水深を示す格子数の割合が高い地域では，洪 
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図-1 WFFI 手法により編集した MODIS 画像 

左：撮影日 7 月 3 日から 7 月 10 日まで 

右：撮影日 7 月 19 日から 7 月 26 日まで 

図-2 モデル計算による浸水深 GIS 画像 

左：7 月 7 日時点 

右：7 月 23 日時点 

 

水が発生している可能性が高いと言える．しかしモデ

ル計算画像では，MODIS 画像で見受けられたような局

所的な時系列変化は再現できなかった． 

 以上から，本研究において，洪水が発生している可

能性が高い地域を概ね判別することができた．しか

し，より細かな洪水発生地域を厳密に判別することは

できなかった．これは MODIS 画像の解像度が 250mで

ある一方で，モデルの解像度が 2.000m であることが

原因の一つであると考えられる．また MODIS 画像で

は洪水氾濫とみなされない程度の浸水を同定してい

ないこと，一方のモデル計算では地中への浸透や蒸発

散，樹幹遮断等を考慮しておらず浸水が蓄積し続ける

こと，河道から堤内地への氾濫を考慮していないこ

と，洪水氾濫ではないものを含む 0.01m 以上の浸水を

全て表示していること，また窪地に水が溜まり続ける

こと（図-1 の青色部，浸水深が大きい地域）が原因と

なり，両者の画像で相違が見られたと考える． 

 

6. 結論 

 将来的に発生する可能性があるメコン川流域にお

ける大規模洪水を予測し，未然に被害を最小限に抑え

る防災体制を整えるためには，さらに再現性の高い洪

水シミュレーションを構築する必要がある．今後，高

解像度化や，浸透や蒸発散等の水文素過程の追加を実

施していく． 
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